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動物園・⽔族館の配信動画を
利⽤した⽣物の観察学習

⽇本理科教育学会 第52回全国⼤会
（2022年９⽉25⽇）

⽂京区⽴第六中学校 川島 紀⼦

⽣物名︓アジアゾウ

（写真を添付する） 分類 ゾウ⽬ゾウ科

学名 Elephas maximus

⽣息地 アジアの13の国と地域

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 胎⽣

呼吸 肺

体表 しわがよった肌

この⽣物の特徴︓映像にうつっているほとんどの時間を⾷事に費やしている。エサを持ち上げるときには
⻑い⿐を使い、器⽤に⼝元までもっていっている。⿐の動き⽅がとても多彩で、先端部分のみを丸めて、
エサをつかんだり、丸めてエサをつかんだ状態で⼝が空っぽになるのをまったり、⽔を飲むのに使ってい
たりと、様々な使い⽅をしているし、とても⼒が強く柔軟性が⾼いことがわかる。授業で習ったように、
咀嚼は縦⽅向に⾏っていた。またエサがおいていないところの地⾯だったり、壁だったりに⿐で触るよう
なしぐさが⾒受けられる。歩くスピードはゆっくりで、歩いているときは常に視線が下に向いている。同
時に⿐で地⾯を触っているため、エサを⽬と⿐で探しながら歩き、⾒つけたら⾷べる、という動作を繰り
返してるように⾒られる。

この⽣物がいたところ
タロンガ動物園

＜実際の動物の観察＞ ライブ配信
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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⽂部科学省「⼩学校理科の観察，実験の⼿引き」平成23年3⽉

「観察，実験」は問題解決の中核に位置づけられるもの

理科の授業で実施する観察，実験などの活動は，児童⾃らが
⽬的，問題意識をもって意図的に⾃然の事物・現象に働きか
けていく活動である。

観察，実験などの計画や⽅法は，予想や仮説を⾃然の事物・
現象で検討するための⼿続き・⼿段であり，理科における
重要な検討の形式として考えることができる。
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⽂部科学省「中学校学習指導要領（理科）」平成29年3⽉
⽂部科学省「中学校学習指導要領解説理科編」平成29年6⽉

⽣徒の実感を伴った理解を図るため

博物館や科学学習センターなどと積極的
に連携、協⼒を図るようにすること

⾝近な⽣物の観察記録に加え，図鑑や
情報通信ネットワークを活⽤して調べさ
せること

3

動物園・⽔族館の配信動画を利⽤した観察学習が
できるのではないか

4

⽣徒を理科室に集めた観察学習や博物館に出かけて
⾏う観察学習がしにくい
GIGAスクール構想の推進により１⼈１台の端末が
利⽤可能となり，端末の画⾯を窓として学校外の
環境と繋げやすくなった。

授業や夏季休業中の課題として観察学習を実施し，
その効果や課題について検討した。
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⽅ 法

5

（１）
中学⽣を対象にして動物園・⽔族館の動画配信サービ
スを利⽤した観察学習を⾏った。⽣徒はインターネッ
トを活⽤して，全国各地の動物園・⽔族館が発信する
情報の中から，ライブ配信等の情報を得て，それぞれ
の⽣徒が興味をもった動物が⽣活している様⼦や，ス
タッフの⽅が解説している動画を視聴した。

5

⽅ 法

6

（２）⽣きている動物を観察する視点として，外部形
態の特徴や移動の様⼦，⾷べ⽅，その動物の特徴的な
⾏動，時系列で⾏動の記録をとること等を⽰し，観察
する視点をもとに配信動画を視聴して動物の観察を⾏
い，観察レポートを作成することを課題とした。
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⽅ 法

7

（３）
配信動画を⽤いた観察学習がもたらす効果について
検討するために，⽣徒対象に質問紙調査を⾏い，
端末を利⽤した観察学習の利点と課題について検討
した。

7

結 果

8

表１ ⽣徒が動画配信サービスを利⽤した動物園・⽔族館

【国内】
海遊館
静岡市⽴⽇本平動物園
サンシャイン⽔族館
名古屋港⽔族館
五⽉⼭動物園
アドベンチャーワールド
新江ノ島⽔族館
上野動物園
さいたま⽔族館
東武動物公園
多摩動物公園
天王寺動物園

淡路島モンキーセンター
⻑崎バイオパーク
広島市安佐動物公園
男⿅⽔族館GAO
川崎⽔族館
旭川市旭⼭動物園

【国外】
グリーンビル動物園
（アメリカ）
スミソニアン動物園
（アメリカ）
カンザスシティ動物園
（アメリカ）
ヘラブルン動物園
（ドイツ）
成都パンダ繁育研究基地
（中華⼈⺠共和国）
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11

「ライブ配信での観察は動物を理解するのに役⽴つと思いますか」の回答率［%］
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「配信先の動物園や⽔族館への訪問や実際の動物の観察について」［%］

動画配信による観察もある程度の学習効果が伺える
可能性が⽰された

13

⽅ 法（２年⽬）

14
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⽅ 法
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15

⽇本動物園⽔族館協会のHP

16
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⽣物名︓シロイルカ

（写真を添付する） 分類 イッカク科シロイルカ属

学名 Delphinapterus leucas

⽣息地 北極海及びその周辺の冷たい海洋

⽣活場所 水中

⼦の⽣まれ⽅ 胎生

呼吸 肺呼吸

体表 湿った皮膚

この⽣物の特徴︓体はオスの⽅がやや⼤きく、オスの体⻑が約3.５メートル〜５.５メートル、体重が約
1100〜1500キログラム、メスが体⻑約３〜４メートル、体重が約700〜1100キログラムほど。幼少期は
灰⾊や茶⾊をしているが成⻑するにつれて徐々に⽩⾊になっていく。なお、鯨類のなかで全⾝が⿊斑など
もなく、完全に⽩いのはシロイルカのみである。シロイルカは通常１０頭ほどの群れを作って⽣活してい
る。またシロイルカは群れで⾏動するときに頻繁に声を発していることから、社交性の⾼さが推測でき
る。寿命は⾃然界の個体で、25〜30年、⻑寿のもので40年ほどというのが⼀般説だが、近年の研究で、
70〜80年ほど⽣きる個体もいるという説が浮上している。⾷べ物はサケやヒラメなどの⿂類をはじめ、カ
ニなどの甲殻類、アサリなどの⾙類、イカなどの軟体動物も⾷べる。エサはほぼ丸のみにするため、⼤き
なエサは⾷べることができない。

参考にした動物園・水族館
しまね海洋館

＜動物園・⽔族館のHPからの観察＞
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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⽣物名︓シロフクロウ

分類 フクロウ目フクロウ科

学名 Bubo scandiacus

⽣息地 北極圏のツンドラ地域

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 卵生

呼吸 肺

体表 羽毛

体⻑は50〜65センチメートルほど、翼開⻑は140〜165センチメートルほど。名前の通り全⾝を⽩い⽻⽑
でおおわれる。光彩は⻩⾊でくちばしは⿊いオスは全⾝が⽩いのに対しメスは体の所々に⿊い斑点を持つ
ため、雌雄の区別をつけやすい珍しい⿃。フクロウ中では例外的で、⽇中にも活動する。その理由は⽣息
地である北極圏では⽩夜があるためである。主な⾷べ物はレミングなどの⼩型ネズミ類で、⾒通しの良い
氷塊や切り株の上であたりを⾒渡し狩りを⾏う。シロフクロウの飼育下での平均寿命は20〜25年ほどで、
野⽣で⽣きる個体となるともう少し短くなり15年程といわれている。⽣息場所は北極圏だが、厳しい冬に
なると多くの個体が亜寒帯地域に南下するため、極稀に北海道などでもみられた記録がある。

参考にした動物園・水族館
久留米市鳥類センター

＜動物園・⽔族館のHPからの観察＞
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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動物の観察⼿段を⽣徒が選択する

19

近くにいた

生物の観察

17%

飼育動物の

観察

20%

ライブ配信

による観察

26%

動物園・水族館

に行って観察

37%

観察方法の内訳 N=195

19

⽣物名︓オカダンゴムシ

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

分類 ワラジムシ目オカダンゴムシ科オカダン
ゴムシ属

学名 Armadillidium vulgare

⽣息地 庭・公園

⽣活場所 土

⼦の⽣まれ⽅ 卵

呼吸 腹部の白い所から

体表 甲羅

この⽣物の特徴︓
枯葉・岩の下などの⽇が当たらない場所
⽣きている葉や根、死んでいる葉や根を⾷べる
⼀⼈だが団体でいることが多い
⼤量に⽔を飲むときはおしりから飲む

この生物がいたところ
庭

＜実際の動物の観察＞ 近くにいた生物

20
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⽣物名︓アブラゼミ

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

（写真を添付する） 分類 ヨコバイ亜目 セミ科

学名 Graptopsaltria nigrofuscata

⽣息地 日本、朝鮮半島、中国北部

⽣活場所 湿度の多い環境（森林部など）

⼦の⽣まれ⽅ 卵胎生

呼吸 気管呼吸

体表 黒、茶色のかたい殻のようなものがある

この⽣物の特徴︓
・⽻がとても薄く、半透明で茶⾊っぽい⾊をしている
・上の⽻の下にもう⼀枚⽻があって、計４枚の⽻で⾶んでいる
・ジージージリジリジリと鳴き、持つと体が震えている
・⾜が６本あり、先が少しギザギザしている
・⼟の中から出てきて、⽊に移り、殻を破って出てくる

この生物がいたところ
根津神社の木

＜実際の動物の観察＞ 近くにいた生物

21

⽣物名︓キャバリア・キング・チャールズ・スパニエル

（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ③ ）

（写真を添付する） 分類 スパニエル種

学名 Canis lupus familiaris

⽣息地 南極を除く世界全域

⽣活場所 陸地

⼦の⽣まれ⽅ 羊膜につつまれて生まれる

呼吸 肺呼吸

体表 ふわふわした体毛に覆われている

この⽣物の特徴︓たれ⽬と⼤きな⽬が特徴的。性格は愛情深く、少し寂しがり屋。⼤⼈しく、争いごとは
あまり好まない。⾷欲がとても旺盛で、太りやすい。⼈懐っこく、懐いた⼈にずっとついていく。

この生物がいたところ
家

＜実際の動物の観察＞ 飼育動物

22
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⽣物名︓⾦⿂

分類 コイ目コイ科

学名 Carassius auratus auratus

⽣息地

⽣活場所 水槽など

⼦の⽣まれ⽅ メスが産んだ卵から産まれる

呼吸 えら呼吸

体表 鱗で覆われている

この⽣物の特徴︓形はフナという⿂に似ている。⾊は⾚よりのオレンジ。体の表⾯は鱗がテカテカしてい
て、光っているように⾒える。

この生物がいたところ
家の水槽

＜実際の動物の観察＞ 飼育動物
（１）年（ ）組（ ）番 氏名（ ③ ）

23

⽣物名︓ジャイアントパンダ

（写真を添付する） 分類 ⾷⾁⽬クマ科

学名 Ailuropoda melanoleuca

⽣息地 ⾼⼭の⽵林(中国)

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 胎⽣

呼吸 肺

体表 体⽑でおおわれている

この⽣物の特徴︓カメラにうつってから、ほぼひたすら笹を⾷べているため、単純に考えて、⼀⽇の多く
の時間を⾷事に費やしていると思われる。⾷事の姿勢がおしりを地⾯につけて座っているような姿勢で、
その姿勢で不安定にならず⻑時間⾷事を続けている。さらに設置された⽊の枝を伝ったり、歩いたりして
いるので、バランス感覚はよく、歩いている姿勢などからも体全体がかなり柔軟に⾒える。
また、座ったまま少し離れている餌をとったり、エサをつかんだまま⼝元にもっていっていることから、
⼿先がかなり器⽤なことが推察される。動きはそこまで俊敏ではなくて、ゆっくりと移動している。
すべての個体に共通して⾔えることかはわからないが、岩に注意をひかれて触ったり、室内につながって
いるドアのにおいをかぐようなしぐさを⾒せたりと、様々なものに興味を持っている様⼦がうかがえる。

この⽣物がいたところ
アドベンチャーワールド

＜実際の動物の観察＞ ライブ配信
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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⽣物名︓アジアゾウ

（写真を添付する） 分類 ゾウ⽬ゾウ科

学名 Elephas maximus

⽣息地 アジアの13の国と地域

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 胎⽣

呼吸 肺

体表 しわがよった肌

この⽣物の特徴︓映像にうつっているほとんどの時間を⾷事に費やしている。エサを持ち上げるときには
⻑い⿐を使い、器⽤に⼝元までもっていっている。⿐の動き⽅がとても多彩で、先端部分のみを丸めて、
エサをつかんだり、丸めてエサをつかんだ状態で⼝が空っぽになるのをまったり、⽔を飲むのに使ってい
たりと、様々な使い⽅をしているし、とても⼒が強く柔軟性が⾼いことがわかる。授業で習ったように、
咀嚼は縦⽅向に⾏っていた。またエサがおいていないところの地⾯だったり、壁だったりに⿐で触るよう
なしぐさが⾒受けられる。歩くスピードはゆっくりで、歩いているときは常に視線が下に向いている。同
時に⿐で地⾯を触っているため、エサを⽬と⿐で探しながら歩き、⾒つけたら⾷べる、という動作を繰り
返してるように⾒られる。

この⽣物がいたところ
タロンガ動物園

＜実際の動物の観察＞ ライブ配信
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）

25

⽣物名︓ハシビロコウ

（１）年（Ｂ）組（ ）番 氏名（ ② ）

（写真を添付する） 分類 ペリカン⽬ハシビロコウ科

学名 Balaeniceps rex

⽣息地 アフリカ東部から中央部

⽣活場所 湿地やその周辺

⼦の⽣まれ⽅ 3個の卵が産まれ、1ヶ⽉で孵る

呼吸 肺呼吸

体表 灰⾊の⽻。雄と雌で⾊が似ている。

この⽣物の特徴︓
体に不釣り合いなくらい⼤きな嘴を持っている。ほとんど動かないが、動くことはもちろん、⾶ぶことも
ある。ただ、珍しいだけ。体は⼤きく、120㎝くらいはあると思う。雄と雌を⾒分けるのは、初⼼者にはま
ず無理だそうだ。無表情に⾒えて表情がいつも違うように⾒えるのが⾯⽩い。

この⽣物がいたところ
上野動物園

＜実際の動物の観察＞ 動物園・⽔族館で観察
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⽣物名︓ジンベイザメ

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

（写真を添付する） 分類 ⿂類

学名 Rhincodon typus

⽣息地 熱帯や亜熱帯の海

⽣活場所 ⾚道近辺

⼦の⽣まれ⽅ 卵から⽣まれる

呼吸 エラ呼吸

体表 ⽪膚が厚みがある感じ

この⽣物の特徴︓ジンベエザメは、プランクトンを⾷べながらゆったりと回遊
している世界最⼤の⿂です。
平べったい頭部と⼤きな体、全⾝にある斑点模様がある。

この⽣物がいたところ
美ら海⽔族館

＜実際の動物の観察＞ 動物園・⽔族館で観察

27

観察の⽅法による違い
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観察の⽅法による違い
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観察の⽅法による違い
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観察の⽅法による違い
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観察の⽅法による違い
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どのようなことがその動物の理解につながりましたか

時間
をか
けて
観察
した
こと

後で
⾃分
でそ
の動
物に
つい
て

書籍
で調
べた
こと

後で
⾃分
でそ
の動
物に
つい
て

イン
ター
ネッ
トで
調べ
たこ
と

動物
園や
⽔族
館の
スタ
ッフ
の⼈

に質
問し
たこ
と

動物
園や
⽔族
館の
スタ
ッフ
の

⼈の
説明
があ
った
こと

⾃分
がそ
の動
物に
興味
があ
った
こと

その
動物
の意
外な
特徴
を知
れた
こと

その
他

33

• 動画配信による動物の観察は、⽣物を間近に観察でき
たり、動物園・⽔族館のスタッフのコメントが聞けた
りすることが良い

• ⾒やすいように撮られているところや遠いところまで
出かけなくても動物の観察ができるところが良い

• 時間帯ごとにその⽣き物がなにをしているか分かる。
ペットとは違い⾃然に近い環境がつくられている動物
園や⽔族館だったら、より⾃然界で過ごしている⽣き
物に近いから観察しがいがあるところ。

• 配信者である動物園・⽔族館などの飼育員にしかわか
らないその動物の⽇常など、ライブ配信でしか⼊⼿で
きない情報が多いから。

34
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実際に⽬の前で⾒る観察

附記
本研究の⼀部は JSPS 科研費 21H03965及び22H04067 の助成を受けたものである。

画⾯を通して⾒る観察

35
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質疑応答⽤補⾜資料
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⽂部科学省「⼩学校理科の観察，実験の⼿引き」平成23年3⽉

実際の時間の流れの中での変化や順序性などや，実際の空間の中での位置
関係や距離などに注意を払いつつ，諸感覚を働かせながら⽂字記録を取っ
たり，写真などの映像記録を取ったりすることが⼤切である。また，観察対
象の周辺の状況にも注意を払うことにより，児童は，つながりや関係性の意識を重視
した，全体的な⾒⽅や考え⽅の構築を⾏うことができるようになるのである。

「観察」についての基本的な考え⽅

「観察」は具体的な⾃然の事物・現象として、その存在や変
化をとらえることによって成⽴する学びである。

観察においては，視点を明確にもち，周辺の状況にも意識を
払いつつ，その様相を⾃らの諸感覚を通してとらえようとす
ることがポイントとなる。

37

⽣物名︓アメリカグマ

（写真を添付する） 分類 クマ科クマ属

学名 Ursus americanus

⽣息地 北アメリカ・カナダなどの森林

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 胎生

呼吸 肺

体表 毛皮でおおわれている

この⽣物の特徴︓体はオスの⽅が⼤きく、オスの体⻑が約140〜200センチメートル、体重が約60〜300キ
ログラム、メスの体⻑が約120〜160センチメートル、体重が約45から80キログラムほど。なお個体差が
⼤きく、地域によって⽑⽪の⾊が違うなどの場合がある。寿命は飼育下では25〜30年程⽣きるが野⽣で
は、銃や罠などの狩猟、交通事故で10程で死亡する個体が多いとみられている。⾷べ物は雑⾷性で主なエ
サとして、果実、種⼦、草、昆⾍、⿂類、動物の死骸、⼩動物などが挙げられる。また、10⽉頃から翌５
⽉頃にかけて、冬眠を⾏う。そのため秋になると種⼦や果実などを積極的にとり脂肪を蓄え冬眠に備え
る。主に森林で⽣活するが、それはヒグマを避けるためだといわれている。クマの中では⼩さい体だが、
腕⼒は強く、前⾜で140キログラム程度の岩をひっくり返すことができる。

参考にした動物園・水族館
九州サファリ

＜動物園・⽔族館のHPからの観察＞
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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⽣物名︓アミメキリン

（写真を添付する） 分類 キリン科キリン属

学名 Giraffa camelopardalis reticulata

⽣息地 ケニア・エチオピア・ソマリア

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 胎生

呼吸 肺

体表 細かい毛の生えた毛皮

この⽣物の特徴︓最⼤の特徴は体⾼があること。現在陸上に⽣息する動物簿中では最も⾼く、体⾼５メー
トルほど。オスの体⾼は4.５〜5.２メートルで体重が800〜1500キログラム、メスの体⾼4〜4.５メート
ル、体重が550〜1000キログラム程度。草⾷動物で40センチメートル前後の⻑い⾆を持ち、それを⽤いて
少し離れたところにある草も⾷べることができる。主⾷とする植物のうち、地⾯に⽣えているような草で
はなく、⽊に⽣えているような植物を好む。決まった繁殖期はあまり⾒られないが、出産は主に乾季の間。
14〜15か⽉の妊娠期間を経て⼦供は誕⽣する。⼦供は誕⽣した時点でかなりの体格を持ち、⽣まれてすぐ
の⺟親の⺟乳を飲み始める。またアミメキリンという名前は体中に網⽬状の模様があることから由来する。

参考にした動物園・水族館
九州サファリ

＜動物園・⽔族館のHPからの観察＞
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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⽣物名︓⼆ホンイヌワシ

（写真を添付する） 分類 タカ科タカ目

学名 Aquila chrysaetos

⽣息地 北海道～九州の山岳地帯(日本海
側・四国九州はとても少ない)

⽣活場所 陸上

⼦の⽣まれ⽅ 卵生

呼吸 肺

体表 羽毛

⽇本最⼤級の猛禽類。その⾏動域はとても広くペアで60平⽅キロメートルほどを持つといわれている。ま
た岩棚や⾼い⽊の上に巣をつくり、⼦を育てる。メスは１⽉〜３⽉ごろにかけて産卵し、卵を温める。卵
を温めるのは主にメスが担当するが、時々オスも担当する。また多くの場合卵はふたつ⽣まれるが、成⻑
するのは1匹だけで２匹ともに巣⽴ちをむかえるのは稀。誕⽣後おやの80〜90⽇かけてカリなどのことを
学び、その後巣⽴ちする。その時、親は⼦を追い出すようにして⾃分たちの縄張りから離れさせる。こや
らいはかなり激しい。主な⾷べ物は野ウサギや蛇、⼭⿃など。現在絶滅の危機に瀕し、環境省のレッドリ
ストに記されている。その理由としては⼿⼊れされなくなった森林が増えたこと、開発事業による⽣活場
所の悪化などによるエサの減少、⽣活場所となる森林の減少などが挙げられる。

参考にした動物園・水族館
熊本市動植物園

＜動物園・⽔族館のHPからの観察＞
（１）年（B）組（ ）番 氏名（ ① ）
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